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事 後 評 価 調 書 

Ⅰ 事業概要 

事 業 名  農業農村整備事業（農地環境整備事業） 

地 区 名  作手
つ く で

下
しも

山
やま

地区 

事業箇所  新城市
しんしろし

 

事業のあ

らまし 

本地区は、愛知県東部の新城市北西部に位置し、水田農業を主体とする山間農業地域である。 

戦後の開墾により面整備されているが、区画は狭小で不整形である。また、用水は昭和４０年代

にパイプライン化されたが老朽化して、日々の水管理に苦労するなど営農に支障をきたしていた。 

農地環境整備事業は、農業生産条件が不利な中山間地域において、今後も営農を継続する「生産

区域」と、耕作放棄地を主体とする「保全管理区域」に区分し、農業生産性の向上を図るととも

に、耕作放棄地に伴う悪影響の除去を行う事業で、2009年度から実施し2014年度に完了した。 

事業目標 

【達成（主要）目標】 

・区画整理を行い、耕地の汎用化、拡大を図ることにより、農作業の省力化を図る。 

・地区内の耕作放棄地面積を1.0haから0.1haに縮小するとともに、新たな耕作放棄地の発生を 

防止する。 

【副次目標】 

 － 

事 業 費 
事業費 内訳 

4.3億円 ■工事費 3.3億円、■用補費 0.1億円、■その他 0.9億円 

事業期間 採択年度 2009 年度 着工年度 2010 年度 完成年度 2014 年度 

事業内容 
生産区域（区画整理17.7ha） 

保全管理区域（承水路工0.1㎞） 

Ⅱ 評価 

①
事
業
目
標
の
達
成
状
況 

1) 主要目

標の達

成状況 

【達成状況】 

 区画整理及び、それに伴う用排水路・道路の整備により、農作業にかかる労働時間の短縮が

図られた。 

また、耕作放棄地の面積は事業実施前の1.0haから 0.1ha に減少している。 
 

①農作業の省力化 
・水稲労働時間   1ha当たり 

区 分 実施前(2008) 計画 現在(2018) 

水 稲 1060hr 277hr 282hr 
 

②耕作放棄地面積の縮小 

・土地の利用面積 
 実施前(2008)  計画 現在(2018)  

水田 12.8ha 12.5ha  12.5ha 

畑 6.4ha 5.2ha 5.2ha 

その他(道路等) 11.7ha 14.1ha 14.1ha 

耕作放棄地   1.0ha   0.1ha   0.1ha 

合 計 31.9ha 31.9ha 31.9ha 

【達成状況に対する評価】 

農作業にかかる労働時間は概ね計画どおり短縮しており、耕作放棄地の面積も減少してい

ることから事業目標は達成できた。 

なお、現在耕作放棄地になっている0.1haは、地域において適正に維持されている。 

（別紙６） 
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2) 副次目

標の達

成状況 

【達成状況】 

 － 

【達成状況に対する評価】 

 － 

Ⅲ 対応方針 

今後の事後評

価の必要性 

 主要目標が概ね計画通り達成されているため、今後の事後評価は不要である。 

改善措置の必

要性 

 主要目標が概ね計画通り達成されているため、改善措置は不要である。 

同種事業に反

映すべき事項 

 標準的な事業計画、工法で施工しているため、同種事業に反映すべき事項はない。 

 

 


